
《善行表彰》 

【ボランティア部門】 

番号 氏名・団体名 表    彰    内    容 

１ 
佐伯 紫月 

（国分） 

令和 3 年 10 月 13 日（木）17 時頃、国分名波町の名波簡易郵便局

前で、カートを押しながら横断歩道を渡り終えた高齢の女性が突然倒

れたのを目撃した。その後、心配になり、駆け寄って「大丈夫ですか。」と

声をかけ、目の辺りの怪我にも気づいたことから、「誰か助けてくださ

い。」と大きな声で大人の助けを求めた。近くにいた人や、車で通りがか

った人と一緒になって、救急車の手配等を行った。 

２ 
松田 琉騎 

（国分） 

令和 3 年 10 月 13 日（木）17 時頃、国分名波町の名波簡易郵便局

前で、カートを押しながら横断歩道を渡り終えた高齢の女性が突然倒

れたのを目撃した。その後、心配になり、駆け寄って「大丈夫ですか。」と

声をかけ、目の辺りの怪我にも気づいたことから、「誰か助けてくださ

い。」と大きな声で大人の助けを求めた。近くにいた人や、車で通りがか

った人と一緒になって、救急車の手配等を行った。 

３ 

鹿児島第一医療リハビリ専門学校 

言語聴覚学科 ことばの相談室 

（国分） 

17 年の永きにわたり、放課後を活用し、教員と学生が協力して、小児・

保護者を対象に言語訓練や、学習障害・発達障害に関する訓練・相

談及び、成人を対象に失語症や構音障害・吃音などに関する訓練・

相談をボランティアで行い、言語や学習・発達などに制約や不安を抱え

る方々のサポートを実施された。さらに、「食生活改善推進員研修会」

や地域の「介護予防講座」へ教員及び学生を派遣するなど積極的に

地域への貢献活動も実施された。 

４ 
宮内 徹 

（横川） 

令和元年度に横川町招魂社の維持管理活動として、名称看板や石

碑階段手すりの設置及び焼香立の寄贈、さらに入口門柱やスロープ

手すり等の再塗装などの環境整備活動を全て私費で行った。 

併せて同時期以降、横川中学校の環境整備として、正門の補修や再

塗装のリニューアル活動及び木々の剪定等のボランティア活動に取り

組んでおられる。 

５ 

日本赤十字社アマチュア 

無線奉仕団牧園班 

（牧園） 

平成７年から、無線通信で、災害時における情報伝達ならびに日赤

救援物資の輸送協力や、本市の観光イベントの龍馬ハネムーンウオー

ク in 霧島への協力を行い、安心安全な運営に尽力されている。また、

平成 20年 12月に環霧島アマチュア無線連絡協議会を結成し、鹿児

島・宮崎両県の通信訓練に取り組み、本市や県の防災訓練、鹿児島

市の桜島爆発総合防災訓練にも毎年参加し、防災意識の高揚に務

めるとともに、班員は霧島市消防団本部機能別消防団無線通信班と

して、山岳遭難における捜索活動等、消防行政への協力を継続的に

実施されている。 

６ 
鹿児島県立霧島高等学校 

（牧園） 

生徒会主体で、ＪＲ霧島温泉駅の美化作業（清掃）を毎月 1回行うとと

もに、列車の待ち合せ時間中に日常的かつ自発的にごみ拾いなどを

実施され、「霧島温泉駅花のある駅作り実行委員会」と連携して、毎

年春と秋の２回、駅構内の花植えや駅舎美化作業等を行い、地元の

活性化や観光客の誘客に貢献されている。 

また、これまで門松の牧園保育園や霧島温泉駅への寄贈をはじめ、令

和５年に開催される鹿児島国体のカウントダウンボードの牧園総合支

所への寄贈や、令和３年の同総合支所新庁舎移転の際には、真ちゅ

う板で作成した「鶴と亀の置物」を寄贈された。 

さらに、コロナ感染症対策として、牧園町内の教育・保育施設、小中

学校、医療機関、総合支所へ消毒スタンドを作成して寄贈され、各施

設等利用者の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に貢献されて

いる。 



７ 
株式会社 窪田工務店 

（霧島） 

永きにわたり、大田小学校、霧島中学校の奉仕作業をはじめ、川北地

区の水路作業や、大窪地区の奉仕作業等への資機材の提供及び

社員の参加や、子ども会活動に対する協力を行い、地域に貢献されて

いる。 

８ 
武藤 宣子 

（隼人） 

永きにわたり、隼人町交通安全協会日当山分団の役員として地域の

交通安全に尽力されるとともに、設立から令和２年度まで姫城地区の

環境保全推進委員にも従事された。 

また、高齢者や障がい者の見守り支援員として、姫城地区の礎を築くと

ともに、姫城地区女性団体連絡協議会の副会長として、自治会の行

事に協力されるとともに、地区内の子どもの育成にも貢献された。 

９ 
永田 功二 

（隼人） 

19 年の永きにわたり、松永地区自治公民館の健康増進を担当する体

育部長として、地区運動会やふれあいグラウンドゴルフ大会などの企

画立案、大会設営に手腕を発揮され、地域のけん引役として地域住

民の健康増進に貢献された。さらに自治会において、高齢者の見守り

などのボランティア活動に積極的に参加され、社会貢献活動に取り組

まれた。 

【青少年健全育成部門】 

番号 氏名・団体名 表    彰    内    容 

１ 
熊谷 初男 

（国分） 

平成 18年度から令和 2年度までの 15年間、霧島市青少年育成コー

ディネーターとして、担当校区の学校を定期的に訪れ情報交換するな

ど、意欲的に活動され、地域ぐるみの青少年を取り巻く環境づくりに貢献

された。また、旧国分市時代から国分北小学校のＰＴＡ会長や体育指

導員として学校や地域との繋がりを大切にされ、合併後は霧島市補導

員、霧島市民生委員・児童委員を歴任され、本市の青少年育成に深

く関りをもって活動された。 

２ 
笛田 茂 

（国分） 

平成 18年に登校中の児童生徒から、交通量が多いめがね橋に交通

指導者がいないことを知り、その翌日から今日までの永きにわたり交通

指導にあたり、毎日児童生徒への「あいさつ」「声かけ」を行い、見守り

活動をされている。また、平成 29、30年度に新町地区自治公民館長と

して、小中学生及び子ども会育成のため、「北山神社六月灯」や「七草

詣」を公民館行事として大切に引き継いでこられたほか、平成 27、28年

及び平成31年から令和3年まで、新町七色（なないろ）クラブの会長と

して、新町サロンやグラウンドゴルフ大会等で地域住民と高齢者の交

流促進と健康増進に貢献されている。 

３ 
西田 広毅 

（霧島） 

平成６年度から、地域の子ども会育成会長や地区理事を歴任し、地

域の子ども会活動に献身的に取り組まれ、平成 24年度からは霧島地

区子ども会育成連絡協議会副会長、平成 26年度からは同会会長に

就任され、霧島地区の子ども会活動の企画、運営に携わり、青少年健

全育成のために尽力された。さらに、平成 26年度からは霧島市子ども

会育成連絡協議会理事として、27年度からは同会副会長として、霧島

市全体の子ども会活動の活性化及び発展に貢献されている。 

４ 
満重 秀信 

（隼人） 

平成 30年度から令和 2年度までの 3年間、小浜小学校区自治公民 

館長として小浜小学校学校評議員、子供見守り隊隊長を務められた。 

現在も町づくり防火防災部長を務めるとともに、子供見守り隊員として、 

毎日、子供の見守り活動や児童の健全育成に取り組んでおられる。 

また、学校の環境美化作業を自主的に実施されるとともに、学校行事 

の地域への周知等、学校と地域の橋渡しにも積極的に取り組み、学 

校及び地域の活性化に貢献をされている。 

５ 
平原 敏郎 

（隼人） 

平成 26年度以前から隼人地区の子ども会活動を支えてこられ、平成 

27年度からは隼人地区子ども会育成連絡協議会運営委員として、主 

催事業の企画立案及び運営の中心的役割を担ってこられた。 



【環境美化部門】 

番号 氏    名 表    彰    内    容 

１ 
迫田 優友 

（霧島） 

25年以上の永きにわたり年に４、５回、霧島中学校校長住宅跡地の除 

草作業をボランティアで続けてこられ、地域の環境美化に貢献されるとと 

もに、学校周辺の防犯と交通安全の向上にも貢献された。 

２ 
田村 勝則 

（隼人） 

永きにわたり小田西自治会長、地区老人会長（現職）として、地域に

貢献されている。また、公民館周辺や地区の河川堤防、県道（北永野

田小浜線）の草払い等を 10 年以上続けてこられ、地域の環境美化に

貢献されるとともに、公民館教室での七夕作り、門松作り等の指導を長

年にわたり指導され、地域の伝統の継承に貢献された。 

３ 

坂本 孝 

（隼人） 

 

平成 21年 4月頃から、定期的に自宅近隣の原共同墓地西側から小

田踏切までの日豊本線沿い約 400 メートルの区間を、自主的に草刈り

を行い、地域の生活道路の美化活動に貢献されている。また、自らの

ボランティア活動を通して美化活動を普及し、特に勤務先の第一工科

大学において学生にボランティア活動を勧めるなど、学生の健全育成に

も貢献されている。 

４ 
堂領 安美 

（福山） 

30 年以上の永きにわたり、小廻地区自治公民館の広場を中心に周辺

の道路、公園の美化作業を行うほか、常に自宅周辺の市道の除草作

業をし、安全で快適な環境づくり活動をされている。 

また、不法投棄防止対策を行い、清潔できれいな地域づくりにも貢献さ

れている。 

 

令和元年度に隼人地区子ども会育成連絡協議会会長に就任し、コロ 

ナ禍において、工夫した事業を開催するなど、隼人地区 43単位子ども 

会の育成会リーダーとして積極的に青少年の健全育成に努めるととも 

に、令和元年 4月から、霧島市子ども会育成連絡協議会理事として、 

同協議会の事業運営に積極的に取り組み、青少年の健全育成に貢 

献されている。 

６ 
山﨑 國博 

（隼人） 

永きにわたり子供育成会組織に在籍し、地域歴史探訪イベントの松永 

地区ウォーキング、龍馬ハネムーンウオーク in霧島等のイベントの案内 

やサポート役を担当された。また、第一工科大学と共同して竹山川に架 

かる石橋を調査し、平成 30年 11月、【平熊の石洗越】の土木学会選 

奨土木遺産認定に尽力されるなど、松永地区内の旧跡等を調査し、 

各種イベントにその成果を公表され、地域の活性化に貢献された。 

７ 
小浜小学校子供見守り隊 

（隼人） 

平成 25年から、子供達の登下校時刻に合わせて、見守りやあいさつ 

の声かけを実施され、毎日、見守り隊が子供の登校時刻に合わせて一 

緒に学校まで登校することにより、過去 10年間に１件の事故、事案も発 

生しておらず、児童の安心安全な学校生活に貢献されている。 


